
　がん治療の有効な方法の一つとして,ｺﾊﾞﾙﾄ 60のｶﾞ

ﾝﾏ線照射や LINAC ｴｯｸｽ線照射が広く行われている｡

これらの治療照射室の床,壁,天井は,放射線を遮へい

するために厚いｺﾝｸﾘｰﾄや鉄などが用いられている｡

出入口の扉にこのような遮へい能力をもたせると重

くなって開閉が不自由になり,費用もかさむので,放

射線を多数回散乱させてｴﾈﾙｷﾞｰと線量を減衰させる

迷路方式を採用し,扉は出入管理を主目的として遮へ

い能力に多くを期待しない設計が多い｡

　迷路方式による線量の減衰効果の推定には,放射線

のｴﾈﾙｷﾞｰ,照射立体角,遮へい材質,部屋の構造など,多

くの要因が関連するため複雑となり,精度もあまり良

くない｡これらの実態を調査し,推定評価法を改善す

る目的で,ある病院を訪問する機会があった｡

　病院は古くからの総合病院で,受付はｶｰﾄﾞ方式を採

用したり,案内も床面に色わけした線を引いてわかり

やすくするなど,それなりの工夫と近代化が進められ

ていた｡しかし,患者さんの待合場所は廊下に堅い長

椅子のﾜﾝﾊﾟﾀｰﾝの暗いｲﾒｰｼﾞで旧態依然の感じであっ

た｡ところが,目的の LINAC 照射室へ行ってみてそ

の様変りに驚かされた｡以前のこの種の部屋の壁はｺ

ﾝｸﾘｰﾄのむき出しか,せいぜいﾍﾟﾝｷ塗装程度であった

と思うが,壁は明るいﾍﾞｰｼﾞｭ色の布ｸﾛｽ張りで,迷路の

遮へい壁の端も丸みがつけられ,部屋の壁も全体に曲

線状にして柔かさが強調されている｡

さらに,照射室入口の正面には絵がかけられ,その下

にはﾃｰﾌﾞﾙに生花が飾られてあった｡患者さんはこれ

から放射線治療を受けることの恐怖感と緊張感を抱

きつつこの部屋に入ると思うが,そのような印象を少

しでも和げてあげようという医療関係者の細かく温

かい気配りなのだと感心させられた｡

　近年,原子力の分野だけでなく,他の産業の分野も

巻き込んで,人間の生活環境の安全確保と自然環境保

護に対する関心が高まっている｡産業廃棄物による

地下水の汚染,化石燃料による地球温暖化,ﾌﾛﾝｶﾞｽに

よるｵｿﾞﾝ層の破壊,酸性雨による森林破壊などである｡

これらを反映して,もとは Friendly のほん訳であろ

うが,地球にやさしいとか,環境にやさしいといった

考えが強調されているけれども,今一つ,現実味が少

なく,具体性に乏しく,説得力が弱い｡これに対して,

とかく嫌われがちな放射線を,最もわれわれに身近か

なところで活用している人達の”人にやさしく”を実

行していることの方が,数段説得力があり,現実性を

感じさせてくれると思う｡原子力の分野でも建物の

形状,色あい,配置を始め,利用の面でも人にやさしく

を工夫する必要があると思う。

　放射線治療室の絵と花
　　　　　　　　　　（財）放射線計測協会

専務理事　沼宮内　弼雄



　ﾛｼｱでは昨年 4 月の国民投票,10 月の武力衝突,12

月の議会選挙など,国の流れを決するような大きなで

きごとが続いた｡いまだに,どこに落ちつくのかわか

らない不透明な状況が続いている｡この様ななか,ﾛｼｱ

に設立される予定の国際科学技術ｾﾝﾀｰの設立準備作

業のため昨年 2月ﾓｽｸﾜに来て以来,早いもので 1年過

ぎた。

　ﾓｽｸﾜでは道路沿に立って物売りをしている人たち

が目につく｡売っているものは菓子,毛糸の編み物と

いった自家製のものから,電卓,革製品などいろいろ

である｡この人たちは本当に苦しい層だろう｡少し売

れたくらいではそれほどの収入は期待できないと思

えるからだ｡それでも,夏,冬の天候に関係なく,地下

鉄駅周辺では夜 10 時すぎても売っている｡必死であ

ると同時に逞しいと感じさせるのは例えば,本屋の前

なら本を,文具屋の前なら文具を堂々と売っているこ

とである｡中には,ﾃﾞﾊﾟｰﾄの中の洋服売り場の通路で,

洋服を売っている者もいた｡通りで売るには許可が

要るらしいが,取り締まりの警察が巡回してくると素

早く持っているｶﾊﾞﾝに入れ,通行人になってしまう｡

　職場ではよく物の値段やﾄﾞﾙの交換ﾚｰﾄの話になる｡

いかにもお金に執着したものが多いように見えるが,

これは仕方がない｡毎日のように物価が大幅に変わ

りﾚｰﾄも変わる｡しばらくたってから同じ物の値段を

聞くと,値段の桁がかわっているのでとまどうことに

なる｡私の未熟なﾋｱﾘﾝｸﾞが混乱を増幅させる｡市場の

雰囲気が好きなため,休日にはよく野菜などを買いに

市場にでかけるが,ここ 1 年のあいだに急に変化し,

品物の種類は豊富だ｡店頭でも電気製品,日用品など

の品数もふえ驚かされる｡ただし,物価はどんどん上

がり,ものによっては西側と変わらなくなってきた｡

これで一般市民の手に届くのだろうかと思うが,大変

賑わっている｡また,この 1 年急激に西側の系列のｽｰ

ﾊﾟｰ形式の店が増えてきた｡ここでは西側の食料品,雑

貨,電気製品が販売されており,ほとんどの店でｸﾚｼﾞｯ

ﾄ･ｶｰﾄﾞが使用できるので外人にとって非常に便利に

なってきた｡ここでもかなりの割合でﾛｼｱ人も利用し

ている｡平均的なﾛｼｱ人の給与ではとても無理と思え

るのだが,別の世界には大変な金持ちが出現している

ようだ｡物売りの行列や地下鉄構内で薄汚れた服を

着た物乞いをする老人,子供,身障者の人達との関係

をどう考えたらよいのか｡

　冬になると市民の姿が華やかになる｡日本ではと

ても買えないような上質の毛皮のｺｰﾄを着た人が多

いからだ｡ともかく,防寒服には金をかけるものらし

い｡一生着るものと考えれば,良いものを買っておく

のがよいということになるのだろう｡夏は暑くてや

たらと埃っぼく,服装もだらしなくみえるので一層引

き立つ｡

　職場の知り合いのつてで,昔教会だった建物をｽﾎﾟｰ

ﾂｼﾞﾑに利用して開いている小さな柔道ｸﾗﾌﾞに入れて

もらって練習を始めた｡小学生くらいから,大学生く

らいまでの年齢の人まできて練習している｡ここの

柔道は空手,合気道その他が入り交じっており,護身

術とﾚｼﾞｬｰの性格が強い｡日本では全員で声を出しな

がら練習することがあるが,これもない｡いま日本で

問題となっているｶﾗｰ柔道着どころではなく,全く自

由な恰好で伸び伸びと練習している｡日本では基本

技術の習得と精神論が強調されすぎているという思

いがする｡

　10 月の議会との武力衝突のことはﾗｼﾞｵで知った｡

数日前に現場前を通ったときは,軍隊は議会周辺を警

備してはいたが前を小さな子供連れ夫婦が散歩して

いるのを見た｡また､当日ﾃﾚﾋﾞが故障していて映像で

ﾆｭｰｽが入らなかったことから,衝突がどの程度のもの

か実感できなかった｡その日,一日中電話をどこへか

けようとしても話し中で使い物にならなかったが,い

つものことかと思っていた｡これが衝突が起こった

ためであることは後で納得した｡街の中心にあったｱ

ﾊﾟｰﾄから,南に約 10km 離れたｱﾊﾟｰﾄに 1 週間前に引

っ越したばかりだった｡衝突現場から遠く,見た目に

は普段とかわらないため月曜日に出勤したところ,事

務所のﾛｼｱ人からよくきたと感心された｡ｱﾒﾘｶ人ｸﾞﾙｰ

ﾌﾟは自宅待機が指示されたとのことだが(帰宅した

ら,日本から安否を気づかうﾌｧｯｸｽが入っていた),ひ

とりのｱﾒﾘｶ人が出勤してきて銃撃戦の模様など見た

ことを話してくれた｡彼はその夜,ｱﾊﾟｰﾄに近づけず,

同僚のところに泊まるはめになった｡幸いなことに

「モスクワ便り」

日本原子力研究所　加藤　正平



結局,大規模な市街戦といった深刻な衝突に至らず収

束した｡不安定な国での緊急時の通信手段と正確な

情報の収集手段の確保,食料の備畜を考えさせられた

出来事であった｡

　仕事がら研究者の生活について聞く機会が多い｡

彼らの生活はかなり苦しいようだ｡給料は数ｶ月も支

払われていないとか,やっと給与を上げてもらっても

それを上回るｲﾝﾌﾚで一向に生活は楽にならないと聞

く｡研究所職員のなかには研究に見切りをつけ,実入

りの良い,専門とは関係のないﾋﾞｼﾞﾈｽに転職するもの

が多いときく｡多くの研究所を訪問する機会があっ

たが,ほとんどの研究所で職員数は半減し,若者が少

なくなっているという｡研究所は一般的に現金に直

結するような経済活動をしてきておらず,急に独立採

算で行えといわれても簡単にできるものではないだ

ろう｡

また研究所の機能が停止しても社会に影響が即座に

現れないことから,窮乏を訴えてもすぐには給与には

ねかえらないらしい｡これはなにもﾛｼｱに限ったこと

ではない｡原子力といった特殊な分野ではなおさら

のことと思う｡旧ｿ連では,特に機密性の高い軍事研究

所は周辺から隔絶された都市の中にあり独立した世

界を築いてきた｡このような都市で軍民転換をやれ

といわれても選択肢は少なく,他の職を探すにもまわ

りに無いというのが現実で,ここの研究者は特に苦し

くなっていると聞く｡国策として特に優秀なものが

集められたという高度な軍事技術を身につけた研究

者の外国に流れだす危険性が大きくなっている｡

　冬は,零下 5～10度が過ごしやすい｡雪はきれいで,

足元は締まり,空気はﾋﾟﾘｯとする｡ｱﾊﾟｰﾄのそばの公園

では,よく手入れされた犬が主人と楽しそうに散歩し,

子供達は雪あかりをたよりにおそくまで遊んでいる。

(1994年 2月)



　新計量法が平成 4 年 5 月に公布され,5 年 11 月 1

日から施行されているが,この法律改正の一つとして,

計量標準の供給,すなわちﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ制度が創設され

た｡

　この制度の目的は,高精度の計量標準の確立の促進

を図り,各分野のﾆｰｽﾞにあった計量標準を円滑に供給

できるよう,供給体系を整備することと,供給した計

量標準は国家計量標準とのつながりがあることを証

明することにある｡

　新計量法における放射線関係の標準供給について

は,図に示すように,電子技術総合研究所が保有する

国家標準(特定標準器)を用いて認定事業者の標準器

(特定二次標準器)を校正し,認定事業者はこの特定二

次標準器を用いて一般ﾕｰｻﾞｰの計量器を校正し,校正

の結果を標章(ﾛｺﾞﾏｰｸ)付きの校正証明書を発行する

ことになる｡指定校正機関は当面設けないことにな

っているが,これが指定されれば,認定事業者の特定

二次標準器の校正等は指定機関が行う｡指定校正機

関及び認定事業者の指定･認定は,別に定める基準に

基づいて通商産業大臣が行う｡

　放射線関係の当面供給される国家標準は,下記の照

射線量に限られている｡

10kV以上 40kV未満のⅩ線 1μC/kg～0.1C/kg

40kV以上 250kV未満のⅩ線 1μC/kg～0.1C/kg
137Cs,60Coのｶﾞﾝﾏ線　 100nC/kg～0.1C/kg

　当協会としては,認定事業者の申請を行うとともに,

指定校正機関の指定も受けられるよう,準備を進めて

いる｡また,国家標準が供給されていない他の量(中性

子の線量当量,表面汚染密度等)については,ﾛｺﾞﾏｰｸは

使用できないが,従来通り,特性試験等成績書を発行

してﾕｰｻﾞｰの要望に応える予定である｡

新計量法とトレーサビリティ制度

（財）放射線計測協会　沼宮内　弼雄



　原子力施設周辺における平常時の空間ｶﾞﾝﾏ線量に

ついて,その量と核種組成を把握しておくことは,環

境放射線監視のための有効なﾃﾞｰﾀの一つとなる｡

　平成 4年度より 2年間にわたり,茨城県より上記調

査業務を受託し,ほぼ完了に近づいたのでその概要を

記す｡

　調査計画書による測定地点は,東海,大洗地区を中

心に固定放射線観測局,TLD 設置地点およびｻｰﾍﾞｲ地

点の合計 159地点と,ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｶｰによる走行ｻｰﾍﾞｲ 9区

間(約 140km)である｡測定に先立ち,予備調査として

全測定地点の位置,地形等の環境状態の確認のため,

地点地図,地点概略図の作成および現地の写真撮影を

行った｡その結果,自然のままの状態に保たれている

地点は非常に少なく,多くは周辺までｺﾝｸﾘｰﾄ等の舗装

が行われているなど,社会開発の影響が及んでいた｡

言い替えるならば,それだけ生活に密着した場所が環

境監視地点として選ばれているともいえる｡

　測定は,定期測定に用いられる NaI ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝ検出

器と,空間ｶﾞﾝﾏ線量核種組成測定のための Ge 半導体

検出器を用いて,同一地点の地上 1mの位置にて実施

した｡

　測定時の天候条件は,降雨中でないことは当然だが,

雨が止んだ後も地上における雨水によるﾗﾄﾞﾝ･ﾄﾛﾝ等

の影響を考慮し,6時間以上経過したのちに実施した｡

各測定器への電源供給は,当協会所有のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｶｰに

より行われた｡

　調査は,東海地区の測定地点を平成 4 年度に,大洗

地区の測定地点と走行ｻｰﾍﾞｲを平成 5 年度に実施し

た｡

　NaI ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝ検出器による地点測定は地方自治体

や関係事業所等により定期的に行われていると思わ

れるが,走行ｻｰﾍﾞｲは,その実施に係る報告や参考資料

が少ないために測定手法について委託者との協議を

重ね,より正確な結果が得られる方法を実験走行ｻｰﾍﾞ

ｲを含めて検討した｡特に,ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｶｰの走行速度につ

いては,国道などの主要幹線道路も含まれるため,長

距離にわたる走行について安全面からも検討した｡

一般車輌との関係からすれば,車の流れに従っての測

定が最も交通上安全かつ支障のない方法であり,走行

速度を遅くする程危険度は増加することが推測され

た｡そのため,時速 60km,40km,20kmと,ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾀｲﾑ

2 秒,5 秒,10 秒の各段階について実験走行を重ね,測

定ﾃﾞｰﾀの検討を行った｡その結果,走行速度による線

量率の変動の違いは予想より少なく,60km/h でのｻｰ

ﾍﾞｲによっても良好なﾃﾞｰﾀの得られることが解った｡

最終的には調査計画書等との関係を考慮し,20km/h

での測定を実施することとした｡また,走行ｻｰﾍﾞｲの実

施に先立ち,所轄警察署への届出も必要となった｡さ

らに,走行中の安全を考慮し,車輌への黄色回転灯の

取付けを検討したが,それは車検の取直しが必要との

ことで断念した｡そのため,より安全を期するため,通

行量の少ない早朝のｻｰﾍﾞｲを実施するとともに,地点

測定時の要員に加えて走行中の安全確認要員を同乗

させて行った｡

　5 年度は夏期の悪天候に悩まされたが,一部再測定

を行ったのみで,ﾄﾗﾌﾞﾙもなく測定作業を終了させる

ことが出来た｡これらは県および関係事業所の担当

者のご協力のおかげであり,当紙面を借りて感謝申し

上げます｡

茨城県東海、大洗地区の空間線量測定

（財）放射線計測協会　望月　民三



1.はじめに

　放射線計測協会においては,事業の一環として｢放

射線計測技術の調査および試験研究｣を実施してお

り,これまでに科学技術庁をはじめ,電力会社およびﾒ

ｰｶｰ各社からの委託研究･調査,共同研究等,数多くのﾃ

ｰﾏに取り組んできました｡これらの中から,最近のﾃｰﾏ

として,蛍光ｶﾞﾗｽ線量計の環境ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾍの適用性を調

べるために実施した特性試験や測定方式等の斉一化

に関する検討成果について,その概要をご紹介いたし

ます｡

2.放射線計測機器の規格化に関する対策研究

　原子力施設周辺における環境放射線及び環境放射

能については,広く国民が関心をよせているところで

あり,ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞにおける放射線(能)測定ﾃﾞｰﾀ等の信頼

性を確保することは重要です｡そのため,測定方法の

斉一化を図るとともに,これと密接不可分の測定機器

の諸特性等を把握する必要があります｡本研究は,環

境放射線測定器の諸特性および測定方法等を相互

に比較を行い,環境放射線量評価の精度と信頼性の向

上,環境ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ方式の規格化に必要な対策等を明ら

かにすることを主旨として,科学技術庁からの委託に

より実施しています｡

3.試験･研究の概要

　現在,環境におけるγ線のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞは,ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾎﾟｽﾄ

による固定点での監視,ｻｰﾍﾞｲｶｰ等による移動測定の

ほか,積算線量　の測定には TLD(熱ﾙﾐﾈｾﾝｽ線量計)が

用いられています｡TLD は高感度,積分型の受動的な

測定器で,低価格であることから,広い地域のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

が可能です｡しかしながら,最近までの国際比較や国

際規格の検討でも明らかなように,問題が全くないわ

けではありません｡また,公衆に対する線量限度の引

き下げが要求されている情勢から,測定ﾃﾞｰﾀの信頼性

と精度の向上がいっそう望まれています｡

　一方,TLD と同じ固体線量計である蛍光ｶﾞﾗｽ線量

計は,放射線の照射により生成する蛍光中心が読み取

り操作により消滅することなく,何回でも繰り返し読

み取ることができ,しかも蓄積できる特長があります｡

しかし,蛍光ｶﾞﾗｽ線量計の初期のものは,ﾌﾟﾚﾄﾞｰｽﾞ(照

射前蛍光)が大きいため,低線量域の測定に限界が

あること,ｶﾞﾗｽ表面の汚れによる蛍光が読み取り精度

に影響を与えるため,読み取り前にｶﾞﾗｽ素子の洗浄処

理する必要があったことから,需要はごく限られた分

野のみとなっていました｡

　しかし,数年前から窒素ｶﾞｽﾚｰｻﾞｰ光を利用した読み

取り方式の開発により,上記のような問題が解決され,

測定精度,安定性とも飛躍的に向上し,今後環境γ線

積算線量測定器としても極めて有望であることが明

らかになってきました｡

　本試験研究では,まず平成元年度から 2年度にわた

って,蛍光ｶﾞﾗｽ線量計の基本特性であるｴﾈﾙｷﾞｰ特性を

はじめ,方向特性,線量計間の感度のばらつき,持示値

の再現性･比例性,温度･湿度に対する安定性,再生処

理反復性および経時変化特性等の試験を行いました｡

また,平成 3 年度には,線量計の宇宙線に対する感度

特性および線量計自体のﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞを調べ,その補

正方法を検討しました｡さらに,平成 4 年度には,線量

計のﾌｨｰﾙﾄﾞ試験および照射時の環境温度と指示値の

読み取り条件に関する特性を調査しました｡

　これら各種特性試験結果から,蛍光ｶﾞﾗｽ線量計が環

境γ線積算線量の測定に適用できることが明らかに

なりました｡また,前述の線量計本来の特長に加え,読

み取りの再現性が高いこと,線量計相互間の感度のば

らつきが小さいこと,蛍光中心の安定が強く,ﾌｪｰﾃﾞｨﾝ

ｸﾞも無視できるほど小さいことなどが確認されまし

た｡さらに TLDとの比較においては,蛍光ｶﾞﾗｽ線量計

とTLD2機種とをﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ地点数ｹ所に3ｶ月間並行し

て配置したところ,両者の積算線量指示値はよく一致

することが確認されました｡

　これらの結果等に基づき,測定方式について検討を

行い,｢蛍光ｶﾞﾗｽ線量計を用いた環境γ線量測定ﾏﾆｭｱﾙ

(資料)｣を作成しました｡本ﾏﾆｭｱﾙ(資料)の作成に際し

　　　放射線計測器の規格化に関する対策研究より

蛍光ガラス線量計の環境モニタリングへの応用

（財）放射線計測協会　三原　明



ては,蛍光ｶﾞﾗｽ線量計の特長,性能等を十分配慮し,環

境ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞの際の線量計の配置,測定,校正及び測定

ﾃﾞｰﾀの記録と評価方法等の斉一化に努めました｡

また,本研究で実施した各種特性試験結果等を活用す

るため,これらを解説及び付録にまとめました｡

　本資料が,今後,環境ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞにおける積算線量の測

定に,少しでもお役にたてることを希望する次第で

す｡

研修講座のご案内

　平成 6年度も,当協会では下記日程により研修講座

の開催を予定しております｡講座としては,①放射線

管理業務に必要な入門的知識の習得を目的とした

｢放射線管理入門講座｣,②同業務に要求される中級程

度の知識の習得を目的とした｢放射線管理･計淵講

座｣及び③事務系職員の方のための｢原子力教養講

座｣の 3講座を実施します｡

定員はいずれも 20名です｡

　　　　　　　平成 6年度研修計画

講 座 名 日  程
受講料

(円)
放射線管理入門講座

第 23回
第 24回

第 25回

平成 6年
5.16（月）～5.20（金）

10.17（月）～10.21（金）
平成 7年
1.23（月）～1.27（金）

55,620

放射線管理・計測講座

第 48回
第 49回
第 50回

第 51回

平成 6年
6.20（月）～6.24（金）

9.5（月）～9.9（金）
11.14（月）～11.18（金）
平成 7年
2.13（月）～2.17（金）

57,680

原子力教養講座

第 21回

第 22回

平成 6年
7.11（月）～7.15（金）
平成 7年
3.13（月）～3.17（金）

53,560

　また,これら定期講座のほか,放射線業務従事者の

教育訓練,放射線取扱主任者試験受験のための出張講

座等も,これまで同様に実施します｡

研修用ﾋﾞﾃﾞｵﾃｰﾌﾟの頒布について

　原子力施設内での作業に従事する人を対象に,放射

線管理区域への出入や管理区域内での放射線作業の

あり方について,ｲﾗｽﾄや実写で示したものです｡放射

線管理の視聴覚教材としてご利用下さい｡

ﾀｲﾄﾙ:｢放射線作業の実際｣

　　　(解説書付｡27分)

頒布費:36,000円/巻

　　　(消費税,送料込)



　最近の原子力をとりまく国際情勢は,地球環境保護

に対するますますの高まりの中,ﾛｼｱの放射性廃棄物

の海洋投棄を始めとして,核兵器解体処理に伴う大量

のﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑの取扱い,北朝鮮の原子力施設査察問題な

ど重要な課題をかかえ,依然きびしい状態にある｡

　わが国においては,平成 5年に新規原子力発電所 4

基の運転が開始されるとともに原子力発電所は史上

2 番目の高稼動率を達成するなど順調な進展をみせ

ている｡一方,ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑの保有量と高速増殖炉開発に対

する関心が高まり,新たな原子力広報活動の対応が求

められている｡

　当協会は,このような社会的動向をふまえながら計

量法改正に伴う放射線測定器の校正業務の充実,信頼

性の向上および技術者の養成訓練ならびに放射線知

識の普及活動を通じて,国民の原子力に対する信頼感

の醸成にも資するよう努力する｡

　平成 6年度は,下記の業務を前年度に引き続　き積

極的に推進する｡

①放射線測定器の点検･校正,基準照射お

よび特性試験

②放射線(能)測定および放射化分析

③施設の放射線管理

④放射線管理技術者等の研修

⑤放射線計測技術の調査および試験研究

⑥公衆に対する放射線関連知識の普及

⑦成果の普及および学界,産業界との交流

　本年度は特に,科学技術庁,通商産業省から魅続し

て受託する原子力広報に関連する業務内容の充実を

図るとともに,新たな受託調査等を積極的に取り組

む｡

　また,計量法の改正,施行に伴う計量標準認証制度

への対応のため,認定事業所の基礎,基盤の確立に努

める｡

　これらの事業を円滑かつ効率的に推進するため,平

成 5年度に新事務所を建設,整備して業務処理の効率

化を進めたが,さらに,照射試験用機器等の整備を進

めるとともに,人材の確保養成などに努め対応を図

る｡

放射線計測協会 平成 6年度 事業計画

編　集　後　記

(財)放射線計測協会の広報紙になっている当｢放計協ﾆｭｰｽ｣は,

そのﾀｲﾄﾙにもなっているように,当協会の名称を略して｢放計

協｣と呼んでいる｡また,初めの放射線を略して,計測協会と呼

ぶこともある｡

　ご多分にもれず,当協会にも役職員等による懇親会があっ

て,その名称を｢うぐいす会｣と呼んでいる｡その謂れを,その

時期の幹事さんに,お聞きしたところ,放計協という呼び名か

ら,”鶯”の鳴き声を連想して,採って付けた名称だそうだ｡どな

たが付けられたかは,ﾊﾂｷﾘしなかったけれども,実に見事な連

想だったと思う｡

　もうすぐ春がやって来るだろうが,いつものように,今年も,

透き通る鶯の鳴き声が楽しみだ｡　 (H.Y)
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